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１．実践の背景

国際交流基金ロンドン日本文化センター（以下、ロンドンセンター）では、ロンドン大学

（以下、 ）のランゲージ・センターと共催で『まるごと 日本の

ことばと文化』（以下、『まるごと』）を使った講座を開講している。 年１月～６月まで『まるごと』

講座パイロットコース（試験的講座）として、ロンドンセンターアドバイザー（国際交流基金が派遣し

ている日本語教育専門家および報告者）が授業を行い、 年 月より、 ランゲージ・センター

講師に引継ぎ、『まるごと』講座本コースを担当してもらっている。

国際交流基金の他拠点と異なり、ロンドンセンター独自で講座を開講せず、共催でコースを行う理由

には、ロンドンセンターの建物内に常時使える教室がないこと、および、地理的条件上難しい（多くの

大学が周辺にある文教地区にあり、他教育機関との競合を避けるため）といった事情が背景にある。

２．実践内容

コースの概要

本レポートで報告するコースの基本情報は、次の通りである。

レベル

実施コース名

実施日時または期間 年 月～ 月（パイロットコース：２学期分）

年 月～ 月（１学期）、 年 月～ 月（２学期）

授業時間 分＠１コマ、１回×10週（＠学期）＝ 回

授業担当講師 ランゲージ・センター講師

クラスの学習者数 定員 人～ 人まで（教室による）

パイロットコース 人、

本コース火曜クラス 人→９人、木曜クラス 人→６人

使用教材 『まるごと 入門』「かつどう」編

『新日本語の基礎 かな練習帳英語版』

『 』

『かな入門』

１クラスの生徒数は ～ 人、１回２時間（ ： ～ ： ）の授業、 回授業を１、２学期で行い、

教科書が一冊終わるサイクルで行った（ ランゲージ・センターは３学期制だが、３学期の講座は開

催せず（１））。『まるごと 入門』「かつどう」編のみのクラスで「りかい」編のクラスは設けておらず、

火曜日・木曜日の２クラスを並行開講し、両日とも「かつどう」編のみのクラスで開講した（詳細な講

座チラシは資料１を参照）。「りかい」編クラスを設けず、「かつどう」編のみのクラスにした理由は、両
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クラスを受講しても受講料の割引がないシステムになっており、「かつどう」編一つだけの受講料だけで

も高額のため、学習者の負担を考慮し、「かつどう」編のみのクラスを設けることになった。

対象学習者は成人社会人で、参加者の学習動機は「もうすぐ日本に行くから」「ビジネスで日本に頻繁

に行くから」「以前から日本文化と日本に興味があったから」「同僚や友人に日本人がいるから」といっ

たことが挙げられた。

授業の進め方

最初にオリエンテーションを設け、どういうコースか、『まるごと』での学習方法、『まるごと』がど

ういうコースブックか、「まるごとプラス」の使い方を説明し、その後の授業では、基本的に『まるごと』

の「かつどう」編を課の順に指導していった。１授業 分のうち、 分を１課分指導にあて、残りの

分を文字指導にあてた。これは、継続希望の学習者が既存の他コースに移行したい場合、文字習得が

必須になるからという配慮である。

指導形式としては、インプットを重視した。自然な日本語で収録されている音声を数回聞かせ、そこ

から、キーワードとなる語彙や表現を拾ってもらい、文法的規則を見つけてもらうという「帰納法」で

指導した。

パイロットコース時には、課していなかったポートフォリオも本コースでは導入した。学習者はオリ

エンテーションで「何をファイルするのか、どういう目的でファイルするのか」を講師から説明を受け

た（ポートフォリオは資料２、３を参照）。

評価に関しては、振り返りのテスト、ポートフォリオの評価を今回は実施せず、最後に学習者による

アンケートのみを実施した（アンケート結果は資料４、５を参照）。

授業内容

年 月より実施したパイロットコース、および 年 月から実施した本コースでは、担当講

師は異なるものの、指導内容および活動に関しては同様のため、両コースを混ぜての授業実践を説明す

る。

表１：１学期 年 月～ 月（ 回授業）の授業内容

『まるごと』コースブック（ 分） 文字指導（ 分）

第 回目 オリエンテーション

トピック「 にほんご」第 課「こんにちは」

ひらがな（あ～さ行）

第 回目 トピック「 にほんご」第 課「もういちどおねがいしま

す」

ひらがな（た～は行）

第 回目 トピック「 わたし」第 課「どうぞよろしく」 ひらがな（ま行～ん）

第 回目 トピック「 わたし」第 課「かぞくは にんです」 ひらがな（濁音）

第 回目 トピック「 たべもの」第 課「なにがすきですか」 促音、長音、拗音

第 回目 トピック「 たべもの」第 課「どこでたべますか」 カタカナ（ア～サ行）

第 回目 課外活動

第 回目 トピック「 いえ」第 課「へやが つあります」 カタカナ（タ～ハ行）

第 回目 トピック「 せいかつ」（ ）第 課「なんじにおきますか」 カタカナ（マ行～ン）

第 回目 トピック「 せいかつ」第 課「いつがいいですか」 濁音、促音、長音、拗音
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表２：２学期 年 月～ 月（ 回授業）の授業内容

『まるごと』コースブック（ 分） 文字指導（ 分）

第 回目 トピック「 やすみのひ」第 課「しゅみはなんですか」 その課に該当する単語の

読み書き

第 回目 トピック「 やすみのひ」第 課「いっしょにいきません

か」

同上

第 回目 トピック「 まち」第 課「どうやっていきますか」 同上

第 回目 トピック「 まち」第 課「ゆうめいなおてらです」 同上

第 回目 トピック「 かいもの」第 課「かわいい！」 同上

第 回目 トピック「 かいもの」第 課「これ、ください」 同上

第 回目 課外活動

第 回目 トピック「 やすみのひ」第 課「たのしかったです」 同上

第 回目 トピック「 やすみのひ」第 課「つぎはきょうとにいき

たいです」

同上

第 回目 総復習ワークシート

ポートフォリオについてグループで話す

教室内外の文化活動の取り組み

ロンドンセンターでは『まるごと』講座を「ことばと文化」という視点から、教室でことばを学ぶだ

けではなく、リアルワールドの文化体験として課外活動を取り入れた。幸いなことに、ロンドンには、

日本食・日本の小物などを売っている日本式スーパーやデパート、日本人シェフ、日本人スタッフで経

営されている日本食レストランも多いため、授業で習得した言語能力と言語活動を実際の場面で試すと

いう課題遂行を行った。以下、詳細について述べる。

第１学期の課外活動

第７回目の授業時間を使い、近隣の日本食レストランで会食を行った。事前に、行く予定のレストラ

ンのメニューを入手し、第６回目の授業で、メニューを見て、材料や調理法がわかるようになるよう、

以下の説明を与えた。

例えば、メニュー上に「チキン・テリヤキ」とあった場合、「チキン」が食材、「テリ」が味付け、「ヤ

キ」が調理法などの構成になっていること（３）を説明した。さらに、「揚げ」「フライ」「カツ」などの調

理法、また、醤油や砂糖、みりんや酒など日本食によく使われる調味料なども説明した。食材について

は、第５課「なにがすきですか」で一通り学習しているため、魚や肉や野菜の個々の名前などは、既習

である。課外活動の直前の授業（第６回目）で、学習者は「焼き鳥」「焼き魚」「鳥から揚げ」「エビフラ

イ」「揚げなす」「揚げ豆腐」「チキンカツ」「とんかつ」などを実際のメニュー（レアリア、ローマ字表

記）から読み、どういう料理か想像し、話し合った。

第７回目は、教室ではなく、レストランに現地集合し、それぞれ好きな料理を注文して会食を楽しん

だ。なお、会計については、各自が自分の飲食代を払うシステムにし、会計の際に「自分が何を注文し、

何を飲んだか」を述べなければ精算ができないようにした。これは、メニューの語彙の復習にも繋がっ

た。コース終了後のアンケートによると、この会食がやはり一番人気の活動であり、欠席しがちな学生

 

クラスを受講しても受講料の割引がないシステムになっており、「かつどう」編一つだけの受講料だけで

も高額のため、学習者の負担を考慮し、「かつどう」編のみのクラスを設けることになった。

対象学習者は成人社会人で、参加者の学習動機は「もうすぐ日本に行くから」「ビジネスで日本に頻繁

に行くから」「以前から日本文化と日本に興味があったから」「同僚や友人に日本人がいるから」といっ
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最初にオリエンテーションを設け、どういうコースか、『まるごと』での学習方法、『まるごと』がど

ういうコースブックか、「まるごとプラス」の使い方を説明し、その後の授業では、基本的に『まるごと』

の「かつどう」編を課の順に指導していった。１授業 分のうち、 分を１課分指導にあて、残りの

分を文字指導にあてた。これは、継続希望の学習者が既存の他コースに移行したい場合、文字習得が

必須になるからという配慮である。

指導形式としては、インプットを重視した。自然な日本語で収録されている音声を数回聞かせ、そこ

から、キーワードとなる語彙や表現を拾ってもらい、文法的規則を見つけてもらうという「帰納法」で

指導した。

パイロットコース時には、課していなかったポートフォリオも本コースでは導入した。学習者はオリ

エンテーションで「何をファイルするのか、どういう目的でファイルするのか」を講師から説明を受け

た（ポートフォリオは資料２、３を参照）。

評価に関しては、振り返りのテスト、ポートフォリオの評価を今回は実施せず、最後に学習者による

アンケートのみを実施した（アンケート結果は資料４、５を参照）。

授業内容

年 月より実施したパイロットコース、および 年 月から実施した本コースでは、担当講

師は異なるものの、指導内容および活動に関しては同様のため、両コースを混ぜての授業実践を説明す

る。

表１：１学期 年 月～ 月（ 回授業）の授業内容

『まるごと』コースブック（ 分） 文字指導（ 分）

第 回目 オリエンテーション

トピック「 にほんご」第 課「こんにちは」

ひらがな（あ～さ行）

第 回目 トピック「 にほんご」第 課「もういちどおねがいしま
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ひらがな（た～は行）

第 回目 トピック「 わたし」第 課「どうぞよろしく」 ひらがな（ま行～ん）

第 回目 トピック「 わたし」第 課「かぞくは にんです」 ひらがな（濁音）

第 回目 トピック「 たべもの」第 課「なにがすきですか」 促音、長音、拗音

第 回目 トピック「 たべもの」第 課「どこでたべますか」 カタカナ（ア～サ行）

第 回目 課外活動

第 回目 トピック「 いえ」第 課「へやが つあります」 カタカナ（タ～ハ行）

第 回目 トピック「 せいかつ」（ ）第 課「なんじにおきますか」 カタカナ（マ行～ン）

第 回目 トピック「 せいかつ」第 課「いつがいいですか」 濁音、促音、長音、拗音
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もこの課外活動だけは忘れずに参加したほどである。

第２学期の課外活動

第１学期と同様、第７回目に課外活動を行った。第５回目の授業（トピック「８ かいもの」第 課

「かわいい！」）で土産物の語彙などを学習し、「買いたいものについて話す。どこで買えるか話したり

する」という 能力を習得し、第６回目の授業（第 課「これ、ください」）で買い物のし方を習

得した。そこで、次の第７回目の授業時間を利用して、ロンドンにあるジャパン・センター（日本食材

および雑貨や本を売っている大型スーパー）に行き、買い物をするという課外活動を行った。この課外

活動の前の授業（第６回目）では、日本の「すする」文化についても説明した。英語圏の文化では、音

を立てて飲食することはエチケット上、よくないこととされており、学習者の中には日本の場合「麺類

は音を立てて食べてもよい」ことを知っている学習者もいたが、知らない学習者もいたため、念のため

説明した。さらに、『エリンが挑戦！にほんご できます』のウェブ「第８課ざるそばを食べる」ゲーム

紹介、および、「まるごとプラス」ウェブの「生活と文化」から「ラーメンの作り方と注文のし方」のビ

デオを見せ、本物のラーメンの作り方や食べ方を紹介し、クラスで日本の食文化について話し合った。

課外活動の買い物の後、この「すする」文化を体験するため、近くのラーメン店で会食をして解散と

いう活動だったが、学習者は概ね楽しんでいたようである。麺をすすることができず、苦戦していた学

習者もいたが、買い物中は、「高いです」「かわいい」「ガールフレンドにあげます」など、授業で習った

表現を店で頻繁に使っていた。

他の日本文化紹介の取り組み

パイロットコースでは、休憩時間にお茶と日本酒をふるまった（本コースでは設備の関係上、取り入

れなかった）。英国では、日本茶は一般的にグリーン・ティーと思われているが、実際には日本茶には数

種類あることを紹介するため、毎回、緑茶・ほうじ茶・玄米茶など種類を変えて教室に持って行き、お

茶の各種類の名前も覚えてもらった。この取り組みでは、単に日本の飲み物を体験してもらうだけでな

く、毎回係りを決め、係りになった学習者は、他クラスメートの注文を取り、教師のところに行き「（例）

日本酒３つとほうじ茶８つ、お願いします」と言わなくてはならないタスクを課した。これは、日本文

化に触れるだけでなく、飲み物の注文のし方、物の数え方もいっしょに習得してもらうことが狙いであ

る。また、このような休憩時間を設けることで、クラスの雰囲気が打ち解けたものになり、学習者同士

の仲間意識も強まり、飲酒することで恥ずかしがらず話せるようになった学習者もいた。つまり、この

日本文化紹介の取り組みは、クラスの良い雰囲気作りの効果もあったと言えるだろう。

・ 技術の使用

パイロットコースでは、 での授業録画同時配信も試みた（本コースでは設備の関係上、取り

入れなかった）。これは、何らかの理由で授業に来られなくても、自宅や職場で授業を受けられるように

すること、欠席した授業を後日見ることができること、また、復習として使ってもらうことを目的とし、

録画した毎授業を 上に載せていた。実際に視聴した参加者はそれほど多くなかったが、毎回授
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業に出席していても、自宅で復習として利用する熱心な学習者もいた。このような同時配信の遠隔授業

は、現代のようなＩＴ社会では今後も需要があると思われる。

さらに、パイロットコースでは、紙媒体のポートフォリオの代わりに、 を利用した。全学習

者が のアカウントを持っているわけではないため、強制的に加入させることはしなかったが（１

人を除き、全員加入）、「日本関連の活動をした、日本関連の展覧会に行った」など、 上に写真

と共に書き込む学習者も多くいた。また、コース終了後も、このようなソーシャルネットワークで繋が

っている学習者も多く、情報交換を通して、継続学習への支援に繋がっているのではないかと考える。

一方、本コースでは紙媒体でのポートフォリオを試行した。これは、今まで紙媒体のポートフォリオ

を導入したことがなかったため、試験的に実施してみるという目的で取り入れた。オリエンテーション

時にポートフォリオの目的、ファイルする内容などは講師から学習者に説明したが、今回は試験的導入

のため、評価に含めることはしなかった。学習者のうち、ポートフォリオに取り組んでいた学習者は２

～３割程度だったが、最後の授業で、特に文化体験の部分を教師や他の学習者に見せながら説明するこ

とで、学習意欲の向上、自分で自分の学習を管理する自律学習を促したようである。さらに、ポートフ

ォリオに取り組んでいなかった学習者は、取り組んだ学習者の話を聞くことで、競争意識も生まれ、次

回はポートフォリオに真面目に取り組もうと感じた学習者も多かった。

文字指導

１回の授業で「かつどう」編を 分、文字指導を約 ～ 分行った。パイロットコースでは、パワ

ーポイントとフラッシュカードを使用し、文字が読めるようになることを目標とし、絵が文字に変わる

連想法での指導を試みた。市販教材の『 』（

（ ））を参考に、パワーポイントとフラッシュカードを作り、授業中は読めるようになることに

焦点を置き、書く指導に関しては、国際交流基金出版の『かな入門』から該当部分のページをその都度

配布し、宿題として書く練習をしてきてもらった。「日本語でコミュニケーションができるようになる」

ことだけを目標としている学習者もいたため、宿題提出は強制にはしなかった。そのため、コース終了

後には、文字習得の差が生じたが、学習者により目標も学習動機も異なるため、柔軟性のあるコースで

あることを重視し、文字習得をコースの目標にしなかった。

本コースでは、講師の希望により『新日本語の基礎 かな練習帳 英語版』（スリーエーネットワーク

出版）を使用した。授業では、一つ一つの文字導入だけではなく、筆順や「止め・跳ね・払い」といっ

た細部にも注意して指導し、書く練習を宿題とした。パイロットコースと同様、文字習得には差が出た

ものの、『まるごと』本来の目的の課題遂行に焦点を置き、「文字は ％くらい読めればいい」というこ

とを目標にした。

３．実践の成果
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もこの課外活動だけは忘れずに参加したほどである。
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ワールドでの課題遂行は、学習者の学習意欲と満足度を高めるだけではなく、一般の日本語講座と異な

る『まるごと』講座ならではの活動であり、特徴づけることができたと言える。

学習者にとっての成果

『まるごと』コースブックは、学習者が ごとの言語能力を習得し、課題遂行するという、学習

者にとってもその課、その授業の目的や目標が分かりやすく設定されている。そのため、各授業の終わ

りに チェックを行うことは、各学習者にとっても自分の学習を振り返り、一つ一つの学習成果が

感じられたようである。

また、学習者の中には、『まるごと』講座参加を通して、ロンドンセンターで行われている他の芸術・

文化イベントなどにも参加し続けている学習者も多い。これは、個々の学習者の言語学習に対する意識

が変わり、行動が変わってきたと言える。このように、学習スタイルが多様化され、学習者の学習過程

に個人の意識や行動が適用され、個人のものになっていくことは、Ａ１からＢ１への自立した言語使用

者になる上でも重要である。つまり、他の通常の言語クラスではできないことを、『まるごと』講座に取

り入れることにより、既存のコースと区別化でき、学習者の意識や行動、学習過程に変化を生み出した

という成果が表れている。

さらに、他の教育機関ではあまり取り入れられていないポートフォリオも学習者に今回は試験的に課

した。全ての学習者が取り組んだわけではないが、学習者Ａは毎週文化体験記録をつけ（資料２参照）、

その体験を通して関連した日本語の語彙の意味を調べるという教室外での自主学習も行い、自立した学

習者への動機に繋がった。さらに、別の学習者Ｂは、トピック「 ．たべもの」で食べ物に関する語彙を

学んだことにより、日本食への興味を広げ、わざわざ納豆を買って食し、その感想を文化体験記録に残

した（資料３参照）。このように、ポートフォリオを通して、日本語を学ぶだけでなく、日本文化を積極

的に学ぼうとする姿勢がみられた。

教師側・講座企画側の成果

教師側の成果としては、共催校の『まるごと』講座担当講師の「 日本語教育スタンダード」（以下、

「 スタンダード」）の理解が深まり、新コースブック『まるごと』の使い方に慣れ、新しい教え方が習

得できたと感じたことが分かった。また、共催で運営することで、他教育機関にも「 スタンダード」

や『まるごと』の理念を伝えることができた。講座企画側（ロンドンセンター）としては、国際交流基

金の言語の分野のみならず、文化芸術交流、日本研究・知的交流の分野まで広く興味を持ってもらうこ

とを狙いとした。日本語を勉強することだけではなく、異文化を理解し、現在の生活を変えるための言

語生活とは何か、英国で実現可能な言語行動とは何か、英国にいながら日本文化をどう日常生活に取り

入れてもらえるか、などを視野に入れ、コースデザインを行った。そして、『まるごと』コースブックを

使うことで、これらの目的は果たせたと言えるだろう。

また、ポートフォリオの代わりに使った、 （ ）での情報交換は、主に学習者に読む媒体と

して利用してもらうのが目的だったが、この目的とは別に、教師と学習者の繋がりを生むだけでなく、

学習者同士のネットワークを生み出す効果もみられた。学習者が日常生活で目にした日本語、そしてそ
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の意味を書き込んだり、自分で調理した日本食の写真を掲載したり、コース終了後も交流が続いている。
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成果になってしまった。そのため、本コースでは実施しなかった。
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化に触れられるよう、「日本食レストランで会食」「日本食・日本製品大型スーパーで買い物」という課

外活動に重点をおいた。しかしながら、次のＡ２コースが開講された場合、どのような別の課外活動を

盛り込むかという点が今後の課題になる。継続学習者にも新しい情報、新しい経験の機会が与えられる

ような別の課外活動を考えていかなければならない。

運営面の観点から述べると、国際交流基金の他拠点ではあまり例を見ない、他教育機関（ ランゲ

ージ・センター）との共催講座ゆえに、企画実行上、困難なことは多々ある。しかし、別の視点で言え

ば、 スタンダード準拠の『まるごと』をいち早く国際交流基金直営の講座ではなく、他教育機関で使

ってもらうという利点はあり、『まるごと』を普及する効果もあった。

コース終了後の学習者の評判は概ね良く、次のＡ２のコース参加を希望する学習者も多かったが、現

時点ではＡ２クラスは開講していない。継続学習を希望する学習者は、 ランゲージ・センターの既

存の他コースへ入ってもらうことも可能だが、既存の他コースでは使用教科書も学習スタイルも異なる
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の日本語教育専門家）や常勤・非常勤講師がいないため、現状では『まるごと』講座を外部に依頼する

しかない。『まるごと』講座の担当講師の人事権は、共催校の ランゲージ・センターにあり、ロン

ドンセンターで決められるものではなく、今年度（ 年度）の『まるごと』講座担当講師も誰になる

か直前にならないと分からない。つまり、担当講師が変わる度に、『まるごと』で教えるための教師研修

が必要になってくる。その外部講師（共催校の講師）に対して、『まるごと』の理念をどう伝えていくべ

きか、『まるごと』的な教授法をどのように学んでもらうかも今後の課題である。この課題の第一の取り

組みとして、ロンドンセンターでは、教師向けの研修『まるごと』セミナーを過去３回開催した（

年、 年、 年開催）。そして、今後もこのような教師研修を続けていく予定である。

注

１．共催契約上、『まるごと 入門』を１、２学期で終わらせたため。

２．トピック「 せいかつ」第 課「いいへやですね」はスケジュールの関係上割愛

３．この説明は、 年英国日本語教育学会で発表された『ロンドン日本食レストランメニューの分析報告』（福島

）に基づく。
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資料１： 年 月開始の本コースのチラシ
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資料２：本コース参加者生徒Ａのポートフォリオ（文化体験記録）
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資料３：本コース参加者生徒 のポートフォリオ（文化体験記録）

 

 

資料２：本コース参加者生徒Ａのポートフォリオ（文化体験記録）
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資料４：アンケート集計結果（パイロットコース）

※ 年 月～ 年 月（最終授業出席者 名分の集計）

 コース全体はどうでしたか。（内容、講師、活動のバランス、など）

とてもよかった（ 名） よかった（ 名） あまりよくなかった（ 名） よくなかった（ 名）

 アドミ（申込時の対応、コース運営など）についてどうでしたか。

とてもよかった（ 名） よかった（ 名） あまりよくなかった（ 名） よくなかった（ 名）

 教室、場所についてどうでしたか。

とてもよかった（ 名） よかった（ 名） あまりよくなかった（ 名） よくなかった（ 名）

 もし平日午後（例： 時、または 時～）の授業があったら、参加できますか。

はい（ 名） わからない（ 名） いいえ（ 名） 未記入（１名）

 コースを通してＡ１レベルの に達したと思いますか。

十分に達した（ 名） ある程度達した（ 名） あまり達しなかった（ 名） 全然達しなかった（ 名）

 コースについて改善すべき点はありますか。

「例えば映画を観るなどの文化的活動がもう少し欲しかった」「３学期に文法クラスを開いてほしい」「特になし、すべて良か

った」「宿題を増やしてほしい」「復習クラスがあるといい」「コースを続けたいのでＡ２コースを開いてほしい」「課外活動が

楽しく充実していた」「ことばだけでなく文化も学べてよかった」

 他にコメントはありますか。

「次のコースを開いてほしい」（複数）

 このコースのことをどこで知りましたか。

からのメール（ 名）、ウェブサイト（ 名）、 や （ 名）

コース案内のチラシ（ 名） のウェブサイトで（ 名）

資料５：アンケート集計結果（本コース）

※ 年 月～ 年 月（最終授業出席者：火・木曜クラス合計 名分の集計）

 コース全体はどうでしたか。（内容、講師、活動のバランス、など）

とてもよかった（ 名） よかった（ 名） あまりよくなかった（ 名） よくなかった（ 名）

 アドミ（申込時の対応、コース運営など）についてどうでしたか。

とてもよかった（ 名） よかった（ 名） あまりよくなかった（ 名） よくなかった（ 名）

 教室、場所についてどうでしたか。

とてもよかった（ 名） よかった（ 名） あまりよくなかった（ 名） よくなかった（ 名）

 １授業２時間の長さはどうでしたか。

丁度よい（ 名） 短い 長い（何分が適当ですか。例 分）

 コースを通してＡ１レベルの に達したと思うレベルを書いてください。

十分に達した（ 名） ある程度達した（ 名） あまり達しなかった（ 名） 全然達しなかった（ 名）

 コースのどの活動が楽しかったですか。

「買い物や旅行についての会話練習」「日本を深く知ること」「日本文化を学ぶこと」「言語と文化のバランスが良かった」「ウェ

ブサイトがいい」「文化や旅行について話し合ったこと」「ＣＤを聞いて何を意味しているか推測すること」「食べ物、注文、買

い物」「日本文化全て」

 コースについて改善すべき点はありますか。

「 ごとに学ぶことは良かったが、自分で星マークをぬることは学習の助けになっているかよく分からない」「語彙帳がほ

しい」「教科書のレイアウトが分かりにくい。混乱する。英語の説明がもっとあったほうがいい」「ウェブサイトで教科書の英語

訳が載せてあるといい」「教科書に文法説明があるといい」「特になし、すべてがよかった」「特になし、わかりやすい」
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